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弱、、ドルと強いト勺レ(1) (27) 27 
II アメリカの貿易収支と金準備
アメリカの貿易額は IMF統計によると輸入額 (C1 F)で1973年は735億ド




1973年においてイギリ 1 は 23.2%，イタリアが20.9%.西ドイツが 15.8%. フ


































いうと，世界の富の大部分を手中にした時代から 4分の 1世紀の後に こ


































































1) P. Einzig， The D白tinyof Gold. pp 72 




































































































ートは(資料3)の如く 1969年1月に7%. 同3月に 7.5%. また同年6月に
34 (34) 第117巻第1.2号
(資料3) アメリカのプライムレート白推移 (1968~1971)
年月円 % 年月日 % 
1968 4. 19 6.50 1971 I 6 6.50 
9. 25 6~6. 25 1. 15 6.25 
11. 13 6.25 1. 18 6.00 
12 2 6.50 2. 16 5. 75 
12. 18 6 75 3. 11 5. 25~5. 50 
1969 L 7 7.00 3. 19 5.25 
3. 17 7.50 4， 23 5 25~5. 50 
6 9 8.50 5. 11 5. 50 
1970 3. 25 8.00 6 6 5.50....6.0 
9. 21 7.50 6 7 6.00 
1. 12 7.25 
1. 23 7.00 















易に想像できる。 FRは漸く事の重大性に気付いて. 1970年 1月21日に至り，



































金準備102億 4，600万ドルとなって， 100億ドルの防衛ライ γに接近するに及ん
で， ドルとしてはもはや金との関係を絶つ以外に他に救いようのないことを知
るに至ったのであった。




























〈資料 4) アメリカの対外短期債権債務残高 ο971~1974) 単位億ドル
「 ~~1F月 I 1町1.12. 1972. 12. 1973. 12. 1974. 12 種目J~九九一_1 .1.-'，"' . -"-v'''-' "''''. 
k短期主債権 132.8 155.1 207.2 378.5 
短期:債務 551.8 609.3 690.5 948.9 
金外貨準備 131.9 131.5 143.8 16日6
(うち金準備〉 (110.8) (104.9) (116.5) (118.3) 























〈費料-) Federal Reserve Bulletin. 















































































































































オヲ Y夕、ギノレダー ，フラ Yスフラ Yあるいは円にしても，実際の取引には利用
度が高まりつつあるということを忘れてはならない。
この意味において， ドノレの単独支配の時代はすでに終勺たのであって，現在
はドルを中心と Lた複数通貨の集団指導の時代に入ったといって差し支えない。
国際通貨の不安が起きる度に，必ずといってよい程に主安困の通貨責任者が会
合して鳩首協議する光景は，国際通貨の世界で指導通貨はもはや単ーさないι
とを如実に示している。このような集団指導体制のなかから，自づからリータ
ーとリーダーシゥプが生まれてくることを知らなければならない。今の処その
歩みは遅々としているが，関心はそのリーダーが誰になるのか，またその時期
は何時のことかであろうが，性急な結論は禁物であ司て，市場は静かにその選
択の時期を待っているといえよう。確かなことは時が経過すれば必ず求めるリ
ーダーが現われる乙とであって"今やらなければならぬことは，それまでの時
期を如何に各国が協力してうまく乗り切るかにかかっているのである。
処でドノレを中心とした主要国通貨の集団指導体制は，その拠勺て立つ基盤は
自由主義陣営である。 ζれに対するものと Lては，共産主義圏があり，ここで
はソ連ノレープノレを域内的にも，域外的にも唯一つの国際通貨として選ぴ，そし
て実際に使用している。ノレープノレとドノレは世界における二つの陣営を代表する
通貨であって， ζの両者の上位に位置すべき国際通貨は今の処存在しない。恰
も双頭の鷲にもたとえらるべきこれら両国通貨は，為替市場においてお互いに
相見ゆるのであるが，まさに為替市場こそが世界で最後の，そして最上位の国
際通貨を選ぶ格好の場所となるのである。 (未完〕
